
スコープ 概要 排出量 
[t-CO2e]

割合
［％］ 

スコープ1 ガス・軽油の事業活動での使用 2,462 0.33

スコープ2 購入電力の使用 2,464 0.33

スコープ3

カテゴリ1	 購入した製品・サービス 815 0.11

カテゴリ2	 資本財 8,205 1.10

カテゴリ3	 スコープ1,2に含まれない燃料及びエネルギー関連活動 111,132 14.90

カテゴリ4	 輸送、配送（上流） 3,578 0.48

カテゴリ5	 事業から出る廃棄物 403 0.05

カテゴリ6	 出張 15 0.00

カテゴリ7	 雇用者の通勤 53 0.01

カテゴリ8	 リース資産	（上流）

カテゴリ9	 輸送、配送（下流）

カテゴリ10	販売した製品の加工

カテゴリ11	販売した製品の使用 616,862 82.69

カテゴリ12	販売した製品の廃棄 1 0.00

カテゴリ13	リース資産	（下流）

カテゴリ14	フランチャイズ

カテゴリ15	投資		

合計 745,989 100.00

事業活動 0.7%
Scope1　ガス・軽油の使用
Scope2　購入電力の使用

原料調達先 16.6%
カテゴリ１、２、３、４
原料燃料の調達等

お客さま先 82.7%
カテゴリ11
都市ガス・LNG使用

2020年度
74.6万t-CO2e

▼サプライチェーン排出量（2020年度実績）

（注）小数点以下を四捨五入し、表示しております。



原材料調達先 製造・供給 事業所等 お客さま先
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市
ガ
ス

採掘や液化の段階では天然ガスによる
発電や排熱回収、海外輸送においては燃
料への天然ガス併用、国内輸送において
は、より効率的な配船等、環境負荷低減
が図られています。

都市ガス製造工場、事務所ならびにローリー輸送においては、徹底した省エネル
ギーにより、CO₂排出削減に取り組むと共に、太陽光発電設備の導入等を積極的
に実施しています。

お客さま先でのCO₂排出量削減に貢献す
るため、他燃料からの燃料転換や家庭用
燃料電池エネファームをはじめとするガス
コージェネレーション等の高効率ガス機
器・システムの普及に取り組んでいます。
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主
な
排
出
源

●天然ガスの採掘段階での排出
●液化、輸送における排出 等
●液化、輸送（海外、国内）における排出
●資本財の建設等による排出 等

●都市ガスの製造に伴う排出
●自社オフィスでの電力・燃料消費に伴う排出
●自社の保有する車両からの排出 等

●お客さま先での都市ガスの利用による排出
●ガス機器の処分に伴う排出 等

G
H
G
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スコープ３（上流）※１での排出量
124,201t-CO2e

（10g-CO2e/MJ）

スコープ１での排出量　2,462t-CO2e　（0.2g-CO2e/MJ） スコープ３（下流）※１での排出
616,863t-CO2e

（49.7g-CO2e/MJ）スコープ２での排出量　2,464t-CO2e　（0.2g-CO2e/MJ）

※１：スコープ３（上流）では、カテゴリ１〜７、スコープ３（下流）ではカテゴリ11および12の合計値を計上。
【第三者レビュー】GHG排出量の算定およびスコープ１〜３への区分は、株式会社日本総合研究所によるレビューを受けております。
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